
　

今
年
も
菊
池
環
境
保
全
組
合
の
構

成
市
町
で
あ
る
菊
池
市
、
合
志
市
、

大
津
町
、
菊
陽
町
、
菊
池
環
境
保
全

組
合
、
各
種
団
体
の
協
力
に
よ
り
開

催
し
ま
す
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
『
分
け

れ
ば
「
資
源
」
ま
ぜ
れ
ば
「
ご
み
」』、

サ
ブ
テ
ー
マ
を
『
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普

及
』
と
し
て
い
ま
す
。
住
民
一
人
ひ

と
り
が
ご
み
に
関
心
を
持
ち
、
ご

み
を
発
生
源
で
絶
つ
（
リ
フ
ュ
ー

ズ
）、
ご
み
を
減
ら
す
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）、
繰
り
返
し
使
う
（
リ
ユ
ー
ス
）、

再
び
資
源
と
し
て
利
用
す
る
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
の
４
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

分
別
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
げ
、
循

環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

泗
水
ホ
ー
ル

受　

付　

午
前
８
時
30
分
か
ら
抽
選

券
配
布
（
マ
イ
バ
ッ
グ
無
料
配
布
）

問
い
合
わ
せ
先

　

泗
水
総
合
支
所
民
生
課
・

　

環
境
課
廃
棄
物
対
策
係　

ま
た
は

　

菊
池
環
境
保
全
組
合
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「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
」
と
「
熊

本
駅
」
を
結
ぶ
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
運

行
時
間
短
縮
に
向
け
て
、
新
ル
ー
ト

の
試
験
走
行
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
光
の
森
駅
」
と
「
肥
後

大
津
駅
」
の
各
駅
か
ら
、
空
港
へ

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
試
験
走
行
も

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.

ku
m
a
m
o
to
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス

　

熊
本
駅

⇔

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

①
「
産
業
道
路
・
国
体
道
路
」
ル
ー

ト　

10
月
１
日
（
月
）
〜
10
月
７
日

（
日
）

②
「
産
業
道
路
・
白
山
通
り
」
ル
ー

ト　

10
月
８
日
（
月
）
〜
10
月
14
日

（
日
）

③
「
平
成
け
や
き
通
り
・
東
バ
イ
パ

ス
」
ル
ー
ト　

10
月
15
日
（
月
）
〜

10
月
21
日
（
日
）

●
空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

光
の
森
駅
と
肥
後
大
津
駅

⇔

阿
蘇

く
ま
も
と
空
港

①
「
光
の
森
駅
」
発
着　

10
月
22
日

（
月
）
〜
10
月
28
日
（
日
）

②
「
肥
後
大
津
駅
」
発
着　

10
月
22

日
（
月
）
〜
10
月
28
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
交
通
対
策

総
室
都
市
圏
・
地
域
交
通
班
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後
藤
官
平
（
一
八
三
四
〜
九
六
）

は
、
天
保
五
年
五
月
、
木
村
啓
左

衛
門
の
次
男
と
し
て
、
合
志
郡
村
吉

（
現
・
菊
池
市
泗
水
町
）
に
生
ま
れ
、

後
藤
氏
を
継
ぎ
、
五
人
娘
の
次
女
に
、

養
子
直
七
を
配
し
て
、
後
藤
家
を
継

が
せ
ま
し
た
。

　

後
藤
官
平
は
、「
幼
く
し
て
、
父

の
教
え
を
受
け
」、
安
政
元
（
一
八

五
四
）
年
、
二
一
歳
の
時
「
藩
の
天

学・数
学
師
範
牛
島
氏
」に
師
事
。「
常

に
心
を
こ
の
道
に
ひ
そ
め
、
田
畑

に
出
づ
る
に
も
、
問
題
紙
を
笠
に
結

び
な
ど
し
て
携
へ
」、
ま
た
「
夜
の

ほ
の
ぼ
の
と
明
け
行
く
を
も
知
ら
で
、

数
理
を
研
究
」
す
る
な
ど
、
昼
夜
を

分
た
ず
寝
食
を
忘
れ
て
励
み
、「
学

術
門
下
に
並
ぶ
者
な
く
、
知
れ
る
者

聞
く
も
の
か
ら
敬
重
」
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
、「
算

術
秘
奥
の
免
許
、
暦
術
・
測
量
術
皆

伝
の
証
状
を
得
、
官
の
恩
賞
に
も
預

り
」、明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
は
、

「
算
術
抜
群
、心
念
厚
く
、同
門
の
誉
、

後
進
誘
掖
の
効
」
に
よ
り
、
郡
宰
直じ
き

触ぶ
れ
・
佩は
い
刀と
う
許
可
、
士
族
に
列
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
肥
後
藩
主
の
軍
艦
「
萬
里
丸
」
購

入
の
際
、
乗
組
の
内
命
や
恩
師
牛
島

氏
の
勧
誘
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
義

父
母
の
養
、
す
て
難
き
」
と
辞
退
し
、

家
業
の
傍
ら
、
算
術
を
教
え
、
郷
の

「
算
学
授
方
」
に
な
り
、「
常
に
進
取

の
念
を
い
だ
き
、
洋
式
を
独
修
し
て
、

算
術
・
代
数
・
幾
何
学
の
奥
義
を
究

め
」、
吉
富
・
田
島
の
小
学
校
教
師

を
歴
任
、「
小
学
高
等
算
術
科
教
授

免
状
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（「
後

藤
官
平
先
生
墓
誌
」）

　
そ
の
後
、
郡
内
外
か
ら
後
藤
官
平

の
教
え
を
乞
う
者
が
絶
え
ず
、
明

治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
一
月
、
数

学
専
門
の
私
塾
「
直
ち
ょ
く

整せ
い

黌こ
う

」
を
設

立
、
同
二
十
九
年
一
月
、
官
平
が

死
去
ま
で
の
八
年
間
で
し
た
が
、
門

人
五
〇
〇
余
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
工
藤
左
一
（
初
代
合

志
義
塾
長
）・
西
佐
一
郎
（
初
代
泗

水
村
長
）・
増
田
敬
太
郎
（
警
神
）・

斎
藤
長
八
（
県
議
）・古
市
秀
虎
（
田

島
村
議
）・
大
塚
惟
一
・
後
藤
実
平
・

伊
牟
田
直
勝
が
い
ま
し
た
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

克
彦

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑭

　

人
と
人
と
は
、
永
遠
一
緒
の
感

情
を
持
つ
仲
間
。

　

私
は
、
な
ん
と
な
く
だ
け
ど
、

そ
う
思
う
。
人
は
、
死
ぬ
ま
で
自

分
以
外
の
人
と
一
緒
に
生
き
て
い

る
。
い
く
ら
一
人
暮
ら
し
と
い
っ

て
も
、
会
社
や
学
校
に
も
人
は
い

る
し
、
食
べ
物
や
飲
み
物
も
人
が

作
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
な
に

か
と
い
っ
て
自
分
以
外
の
人
と
つ

な
が
っ
て
生
き
て
い
る
と
思
う
。

人
は
き
っ
と
一
人
で
は
生
き
て
い

け
な
い
生
き
物
な
ん
だ
ろ
う
。
な

の
に
、
そ
ん
な
仲
間
を
傷
つ
け
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
な
ら
、

ど
う
、
思
う
だ
ろ
う
。

　

今
の
状
況
は
、
は
っ
き
り
い
う

と
人
が
傷
つ
く
こ
と
や
人
の
涙
が

き
っ
と
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
と
思
う
。

学
校
で
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
。
自
転
車
に
い
た
ず
ら
が

し
て
あ
っ
た
り
、
く
つ
箱
に
悪
口

を
書
い
た
紙
が
置
い
て
あ
っ
た
り
、

変
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
あ
げ
て
悪

口
を
言
っ
た
り
、
ウ
ワ
サ
を
流
し

た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

や
っ
た
人
は
、
遊
び
半
分
や
面

白
が
っ
て
や
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、や
ら
れ
た
人
は
、ず
っ

と
忘
れ
ら
れ
な
い
と
思
う
。
そ
れ

が
、
た
と
え
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と

だ
と
し
て
も
。
私
も
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
言
わ
れ
た
り
し
て
イ
ヤ
な

思
い
を
何
度
も
し
た
か
ら
分
か
る
。

自
分
に
と
っ
て
キ
ツ
イ
こ
と
や
苦

し
い
こ
と
は
、
人
に
は
言
え
な
い

と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
初
か

ら
、
そ
ん
な
イ
ヤ
な
気
持
ち
を
す

る
人
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
で
も
、
そ
れ
が
で
き
な
い
な

ら
、
そ
の
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
あ
げ
れ
ば
い
い
と
思
う
。
そ
し

て
、
そ
の
人
を
イ
ヤ
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
し
ま
っ
た
人
は
、「
ご
め

ん
ね
」
そ
の
一
言
と
少
し
の
や
さ

し
い
心
を
そ
の
人
に
伝
え
れ
ば
い

い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ

な
い
な
ら
き
っ
と
、
や
さ
し
い
心

を
持
て
る
と
思
う
。
そ
の
人
の
気

持
ち
が
、
分
か
れ
ば
き
っ
と
、「
人

を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た

く
な
い
」
と
思
え
る
と
思
う
。
そ

れ
は
、
男
女
・
年
齢
関
係
な
く
思

え
る
こ
と
だ
。

　

私
に
、「
イ
ヤ
な
こ
と
が
あ
っ

た
ん
だ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
人
が

い
た
。
き
っ
と
そ
れ
を
言
う
に
は
、

い
ろ
ん
な
つ
ら
い
思
い
が
あ
っ
た

と
思
う
。
だ
か
ら
一
日
で
も
早
く

い
じ
め
や
差
別
と
い
う
も
の
を
な

く
し
た
い
。

　

人
権
と
言
っ
て
も
、
た
ぶ
ん
学

校
で
学
ぶ
人
権
は
、
ほ
ん
の
少
し

の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
学

校
で
、
人
権
集
会
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、

三
年
生
の
発
表
だ
っ
た
。
自
分
の

目
標
を
決
め
て
、
そ
の
理
由
な
ど

を
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
、

一
番
す
ご
い
な
と
思
っ
た
人
が
い

た
。
そ
の
人
は
自
分
が
つ
ら
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
集
会
の
前
で
発
表

し
た
か
ら
だ
。

　

そ
れ
は
、
と
て
も
勇
気
が
あ
る

こ
と
だ
。
そ
の
人
の
発
表
で
、
言

葉
の
重
さ
が
よ
り
分
か
っ
た
気
が

し
た
。
頑
張
れ
と
い
う
言
葉
は
、

い
ま
ま
で
つ
ら
く
て
、
き
つ
か
っ

た
人
に
は
、
追
い
詰
め
る
言
葉
と

い
う
こ
と
。
逆
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

使
い
方
を
ま
ち
が
え
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
。
今
は
、
誰
で
も

傷
つ
く
よ
う
な
言
葉
な
ど
が
、
そ

こ
ら
じ
ゅ
う
に
広
が
っ
て
い
る
と

思
う
。
だ
け
ど
、
そ
れ
を
な
く
し

て
い
か
な
い
と
、
い
じ
め
も
な
に

も
な
く
な
ら
な
い
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
今
よ
り
ず
っ

と
人
権
を
知
り
、
考
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。
一
人
ひ
と
り
が
、

や
さ
し
い
心
を
持
て
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
た
。

後藤先生墓（富の原一区　養生園東隣）

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

や
さ
し
い
心
を

泗
水
中
３
年　

宮
田
由
貴 ㉘

後ご

藤と
う

官か
ん

平ぺ
い（
実さ

ね

義よ
し

）

●プログラム
　9:00 ～ 9:20　マイバッグ音楽隊
　9:20 ～ 9:30　あいさつ・感謝状贈呈
　9:30 ～
　•泗水きれいな水と命を守る会（劇）
　•小学生による分別体験
　•ファイヤーフライファンタジー
　　（グランパワーヒノクニによるショー）
　10:30 ～ 13:00
　　フリータイム
　　（催し物がたくさんあります）
　12:00 ～ 13:00
　　リサイクル自転車の抽選会、
　　お楽しみ抽選会
●催　し　物
○体験コーナー
　•種子を使ったブローチ作り
　　（シードアート）
　•廃油石鹸作り
　•小枝・結束バンドを使った箸置き作り
○展示コーナー
　•リサイクルフロー掲示
　•太陽光発電（資料・パネル等）掲示
○その他
　•果物・野菜等の販売
　•フリーマケット

「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
」
へ
の

リ
ム
ジ
ン
バ
ス
・
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
試
験
走
行
を
行
い
ま
す

菊
池
管
内
環
境
フェア

菊池川の日スペシャル
　菊池市ほか８市町で構成する菊池川流域同盟の事業の
一環として、「菊池川の日」のイベントが開催されます。
　この事業は、流域の９市町による河川浄化を進め、流
域の連帯の強化と水の大切さを住民にアピールするため
に実施されているものです。
　今年は、テレビやラジオの司会、新聞・雑誌への執筆
など幅広く活躍し、芸能界きってのアウトドア派として
知られている清水國明さんの講演会が開催されます。
　市民の皆さんのご来場をお待ちしています。
と　き　10月７日（日）　開場・正午 /開演・午後１時
ところ　植木町生涯学習センター（植木町役場隣）
申し込み方法
　菊池市役所環境課、各総合支所民生課窓口にて入場整
理券を配布します。
入場整理券の配布は、９月３日（月）から開始します。
先着順なので、早めに申し込みください。
問い合わせ先
　環境課　または　菊池川流域同盟事務局
　（玉名市役所環境保健課）☎ 0968（75）1118

●午後１時 40分～
Viento 水物語ライブ
●午後２時 20分～
スローライフ実践者
「清水國明講演会」
借りてる地球の使い方
～この美しい森と川と湖を
守るために～
●同時開催展示コーナー
•廃油石鹸展示コーナー
•菊池川ふれあいコーナー
•EM発酵液づくり
　体験コーナー

阿蘇を拠点に活躍中の「Viento」

山鹿市↑

熊本市↓

ホームセンター
ロッキー

弓道場

五
霊
中
学
校

植木町役場 生涯学習
センター

JA鹿本
植木 P

P

P

●
ルウシィ

●
清水歯科
クリニック

３

第５回

第18回菊池川の日スペシャル

昨年の「菊池管内環境フェア」

芸
能
界
き
っ
て
の
ア
ウ
ト
ド
ア
派

　
　
　

清
水
國
明
が
や
っ
て
く
る
!!

芸
能
界
き
っ
て
の
ア
ウ
ト
ド
ア
派

　
　
　

清
水
國
明
が
や
っ
て
く
る
!!
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111


